
ム対竜崎チーム)~->.



平
成

7
年
度

福

祉

事

業

を凶
降

総
会
は
幹
事
の
増
子
葉
さ
ん
の
進

行
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
大
木
士
口
孝

副
会
長
の
開
会
の
こ
と
ば
に
続
い
て

熊
田
藤
作
会
長
が
あ
い
さ
つ
。
6
年

度
の
事
業
を
振
り
返
っ
て
、
会
員
の

方
々
の
協
力
へ
の
お
礼
や
会
員
相
互

の
融
和
が
ま
す
ま
す
深
ま
っ
て
き
て

い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
な
が
ら
話
さ
れ
会
場
は
和

や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
口

続
い
て
車
田
村
長
か
ら
、
東
京
玉

川
会
が
年
々
発
展
し
て
い
る
こ
と
や

村
へ
の
福
祉
活
動
の
協
力
へ
の
感
謝

な
ど
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
さ
ら
に

村
か
ら
の
参
加
者
を
代
表
し
て
塩
田

村
議
会
議
長
か
ら
お
祝
い
の
こ
と
ば

を
頂
き
ま
し
た

D

あいさつをする熊田藤作会長

続

議
事
に
入
り
、
幹
事
の
宇
田
川
七

郎
さ
ん
が
議
長
と
な
っ
て
進
め
ら
れ

ま
し
た
。
事
務
局
で
あ
る
村
企
画
調

整
課
の
角
田
文
弥
課
長
よ
り
平
成
6

年
度
の
事
業
や
決
算
の
報
告
と
、
平

成
7
年
度
の
事
業
計
画
や
予
算
が
提

案
説
明
さ
れ
、
満
場
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
な
お
、
昨
年
度
に
実
施

さ
れ
た
ふ
る
さ
と
の
寝
た
き
り
の
老

人
の
方
々
へ
紙
お
む
つ
を
贈
呈
す
る

「
ふ
る
さ
と
福
祉
事
業
」
を
本
年
度

も
実
施
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
昨
年

と
同
じ
く
年
会
費
を
納
め
る
と
き
に

募
金
活
動
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た。

2 

，冶b

，F 冶..... 
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平
成

7
年
度
の
東
京
玉
川
会
総
会
が
、

7
月
お
日
(
日
)
正
午
か

ら
東
京
都
文
京
区
の
新
装
な
っ
た
名
渓
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

8
回
目
を
迎
え
た
今
年
の
総
会
に
は
朗
人
(
会
員
閃
人
、
村
か
ら

白
人
)
が
参
加
。
総
会
後
の
懇
親
会
で
は
久
し
振
り
に
会
う
ゥ
友
ケ

と
、
ふ
る
さ
と
談
義
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

〔
敬
称
略
〕

第

2
支
部

有

賀

伊

豆

遠

藤

第

5
支
部

守

永

土

イ

(日
野
市
)

ふ

る

里

玉

川

に

酔

い

し

れ

る

総
会
終
了
後
、
村
か
ら
の
参
加
者

が
紹
介
さ
れ
、
待
ち
に
ま

っ
た
懇
親

会
で
は
、
会
の
顧
問
、
宗
形
誠
さ
ん

の
音
頭
で
「
乾
杯
f
L
の
と
た
ん
に

あ
ち
こ
ち
で
玉
川
弁
が
飛
び
交
い
、

会
場

一
杯
に
歓
喜
の
輪
が
広
が
り
ま

し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
ビ

ン
ゴ
ゲ
l
ム
が
行
わ
れ
、
熊
田
会
長

の
絵
や
鬼
怒
川
温
泉
ペ
ア
で

一
泊
の

旅
行
券
な
ど
豪
華
な
賞
品
が
当
た
る

と
あ
っ
て
、
全
員
表
情
も
真
剣
。

ま
た
、
玉
川
村
出
身
の
プ
ロ
歌
手

大
和
田
玄
太
(
古
)

さ
ん
が
制
作
し

た
、
村
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
の
テ
ー

プ
を
流
し
会
員
の
皆
さ
ん
に
聴
い
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

友
人
や
知
人
同
士山
で
写
真
を
撮
る

光
景
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
、
カ
ラ

オ
ケ
で
は
次
か
ら
次
と
歌
が
飛
び
出

し、

会
員
の
皆
さ
ん
は
一
年
振
り
の

ρ

ふ
る
さ
と
玉
川
H

に
酔
い
し
れ
な

が
ら
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し

た
。

新
入
会
員
で
す

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

第

1
支
部

白

旗
永

林

正

男

(川

崎

市

)

一
子
(
相
模
原
市
)

つ
二
代

(横

浜

市

)

与正

幸
(
川
越
市
)

一
(一戸

田

市

)



東京玉川会

ぷ
3
里
げ
好
き

育
で
で
く

ー 宅事

4 



弟

引
回
福
島
県
消
防
操
法
競

百
川

4a険

a回‘

岩法寺分面、小型ポンプの部優勝

竜崎分面、ポンプ車の部
惜しくも入賞な5す

恒国@申、由旬@
岡田田U台§

第
引
回
福
島
県
消
防
操
法
競
技
会
石
川
支
部
大
会

が
、
?
月
初
日
(
日
)
石
川
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
関
か

れ
ま
し
た
。
石
川
管
内
5
町
村
の
消
防
団
か
ら
ゆ

チ
ー
ム
(
ポ
ン
プ
車
の
部
5
チ
ー
ム
、
小
型
ポ
ン
プ

の
部
5
チ
i
ム
)
が
出
場
。
本
村
か
ら
は
ポ
ン
プ
車

の
部
に
竜
崎
分
団
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
岩
法
寺
分

団
が
出
場
し
練
習
の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
当

日
は
朝
か

5
真
夏
の
太
陽
が
照
り
つ
け
る
猛
暑
と
な

り
ま
し
た
が
、
各
チ
i
ム
と
も
地
元
応
援
団
の
熱
い

声
援
を
受
け
な
が
ら
、
テ
キ
パ
キ
と
し
た
動
き
で
ポ

ン
プ
や
ホ
ー
ス
を
取
り
扱
い
、
気
合
い
の
入
っ
た
見

事
な
消
防
操
法
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
玉
川
村

チ
ー
ム
は
、
小
型
ポ
ン
プ
の
部
で
岩
法
寺
分
団
が
見

事
優
勝
、
ポ
ン
プ
車
の
部
に
出
場
し
た
竜
崎
分
団
は

わ
す
か
の
差
で
入
賞
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
長

く
厳
し
か
っ
た
訓
練
を
乗
り
越
え
力
の
限
り
が
ん

ば
っ
た
選
手
の
皆
さ
ん
に
、
大
き
な
拍
手
を
送
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
優
勝
し
た
岩
法
寺
分
自
は
、
来
た

否

8
月
白
日
、
平
田
村
で
開
か
れ
る
県
中
大
会
に
出

場
し
ま
す
。

岩
法
寺
分
団

チ
i
ム

すや燃を士山叫潤
指
揮
者

消

大

竹

健

二

お
一
番
目
貝

一

引

佐

久

間

福

一

男

黒

二

番

員
石

森

栄

三
番
目
員

石

森

吉

男

補
充
員

小

林

和

良

(
敬
称
略
)



立ミ報たまかわ 平成?年8月

7月

19日

円谷信男氏

玉川村助役離任式

昌
h
v

目、

包
《

5
5
s
g

明、
nω
括的“

任期満了により遠征する村助役、円谷信男氏(67歳)の離任
式が、村就業改善センターで行われました。式では、村職員

の後昭和61年 1月より村助役に就をし、その後現村長のも
と、 2期8年間助役を務め、初年間にわたり村政の伸震につ
く

退

任

の

あ

い

さ

つ

|大腸がん検診関 骨粗しよう症523しよう検診実施
大腸がん検査は、とても簡単な検査です。下図のよう

に横査するだけで、大腸がんを皐期に発克することができます。

骨粗しよう症とは、私たちのかちだを支える骨の議が減っ

て、スカス力になる病気です。この病気になると骨が曲がった

り折れやすくなります。 50j壊を過ぎた女性に多い病気です。

骨粗しよう症検診を次により実施しますので、希望される方

は投場保健課まで申込んでくだきし¥0

検査の棒を使に

5~6 ケ所っきさ
すだけ/(2日間)。1 こ に 一 こq ……をしめる

検査容器

申込み方法:検診を希望される方は、各地区の保健協力員また

は役場保健諜、須釜支所で、 8月28自(司)までに容
器をお受けとりください。

容器(検体)酉収日:8月30巴(剥-----8月318(柄

詳しくは役場保健課までお問い合わせを

9 

zaisei
テキストボックス



平成7年8月広報たまかわ

[?巴ψ勿~
IN 

~Bかむ.

村の産品をrJ1¥くしまの顔iこ」グ
闘“ふくしまブランドうつくしま物語"

一一主張/支流大会一一

郡山市のホテルハマツで

そふくしまブランド・うつく

しま物語、主張交流大会が関

かれ、村内から四辻サルナシ

生産組合(さるなしワイン)

玉jft酒販店会(五平の酒)民

芸工房れんげ(南須釜の念仏

踊り人形)の 3団体が参加し

ました。

会場では参加した53市町村

の産品 (106品目)が展示・販

売され、大勢の人たちが「ふ

くしまの顔」を味わったり、

買い求めていました。

第

μ
回
玉
川
村
少
年
球
技
大
会
が
須
釜

小
学
校
と
村
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
各
行
政
区
か
ら
男
子
の
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
に
叩
チ

l
ム
(
蒜
生
を
除
く
)
女

子
の
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
日
チ
ー

ム
(
四
辻
区
を
除
く
)
別
人
の
選
手
が
出

場
。
児
童
ら
は
真
夏
の
太
陽
が
照
り
つ
け

る
猛
暑
の
な
か
、
父
母
ら
の
声
援
を
受
け

な
が
ら
熱
戦
を
展
開
し
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

は
川
辺
が
2
年
連
続
の
優
勝
、
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
中
が
優
勝
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
村
青
少
年
育
成
村
民
会

議
が
主
催
し
、
毎
年
開
か
れ
て
い
ま
す
。

入
賞
チ
l
ム
は
次
の
と
お
り
で
す

D

園
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

優

勝

川

辺

準

優

勝

岩

法

寺

第
三
位
南
須
釜
・
北
須
釜

-
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

優

勝

中

準

優

勝

第
三
位
岩
法
寺
・
北
須
釜

第24回玉川村少年球技大会
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JAL帯広便が就航!
-[IJi泊I:ts軍@担1m信書

季節運航の初便セレモニー 盟

日
本
航
空
の
季
節
運
航
路

線
、
福
島
i

帯
広
便
の
運
行
が

開
始
さ
れ
、
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル

で
出
発
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ

ま
し
た

D

出
発
式
で
は
、
日
本
航
空
の

栗
林
貞

一
副
社
長
が
「
念
願
の

路
線
の
就
航
が
実
現
で
き
た
。

J
A
L
の

ω路
線
目
と
な
る
縁

起
の
良
い
路
線
。
両
地
域
の
発

展
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
し
と

あ
い
さ
つ
。
山
口
県
議
会
議
長
、

高
橋
幹
夫
帯
広
市
長
の
祝
辞
に

続
い
て
、
乗
客
代
表
の
桜
井
定

夫
さ
ん
(
福
島
市
)
と
有
馬
陽

ち
ゃ
ん
(
須
賀
川
市
)
に
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た

D

こ
の
後
、
車

田
村
長
ら
が
テ
l
プ
カ
ッ
ト

し
、
就
航
を
祝
い
ま
し
た
。

帯
広
便
は
日
月
日
日
(
水
)
ま

で
約
3
か
丹
聞
の
季
節
便
で
、

月
、
水
、
木
、
土
曜
日
の
週
4
往

復
の
運
航
と
な
っ
て
お
り
、

2

7

0
人
乗
り
の
ボ
ー
イ
ン
グ
7

6

7
1
3
0
0
型
機
を
使
い
、

所
要
時
間
は
お
よ
そ
1
時
間
却

分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
帯
広
便
の
就
航
期
間

中
は
J
A
L
沖
縄
便
が
火
、
金
、

日
曜
日
の
週
3
往
復
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ふるさとの環境美しく
南須釜、子供とお年寄りが奉仕

ふるさとのシンボルである大寺城跡、や都々古別神社

をきれいにしようと、村青少年育成村民会議南須釜地

区推進協議会(真野自喜正会長)では、夏休み中の子

どもたちゃ地区のお年寄りらによる清掃作業を行いま

した。雑草刈りやごみ拾いで汗を流した後は会食、 レ

クリエーション大会も行われ参加した70人は楽しいひ

と時を過ごしました。

本
村
か

5
2名
入
賞

第
初
口
「
た
な
ば

た
展
」
表
彰
式

協

第

ω回
記
念
福
島
県
学
生
書
道
コ

ン
ク
ー
ル
「
た
な
ば
た
展
」
で
本
村

か
ら
2
人
の
児
童
が
入
賞
、
福
島
市

の
民
報
ビ
ル
・
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
i
ル
で

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
銀
河
賞

以
上
の
個
人
問
人
と
最
高
学
校
賞
と

優
秀
学
校
賞
の
日
校
の
代
表
が
出
席

し
た
表
彰
式
で
は
、
主
催
者
を
代
表

し
て
鈴
木
福
島
民
報
社
専
務
が
「
こ

れ
か
ら
も
文
字
を
書
く
こ
と
を
大
切

に
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
福
島
民
報
社

が
主
催
。
今
回
は

ω回
目
の
記
念
展

で
県
内
側
の
小
中
高
校
か
ら
9
万
点

以
上
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。
入
賞

は
次
の
と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

・
銀
河
賞
小
針
尚
(
玉

一
小
・

5
年
)
・
近
内
沙
弥
香
(
須
釜
小
・

3
年

)

・

奨

励

賞

鈴

木

潤

一

(
須
釜
小
1
年
)

「
ま
ん
が
版

た
ま
か
わ
総
集
編
」
発
行
H

村
内
全
戸
に
配
布

11 

村
に
伝
わ
る
民
話
や
伝
説
、
歴
史
な

ど
を
漫
画
で
紹
介
す
る
「
ま
ん
が
版
た

ま
か
わ
・
総
集
編
」
が
発
行
さ
れ
、
村

内
全
戸
に
配
布
し
ま
し
た
。

村
の
代
表
的
な
民
話
「
井
戸
堀
り
五

平
」
を
は
じ
め
、
お
話
を
お
ベ

l
ジ
に

わ
た
っ
て
掲
載
。
漫
画
は
漫
画
家
の
イ

シ
グ
ロ
カ
オ
ル
さ
ん
が
担
当
し
、
監
修

は
村
郷
土
史
研
究
会
の
岩
谷
浩
光
会
長

が
行
い
ま
し
た
。
こ
の
漫
画
冊
子
は
、

村
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
民
話
が
息
づ

く
村
づ
く
り
事
業
i
i
井
戸
堀
五
平
の
村

た
ま
か
わ
!
」
の
一
環
と
し
て
村
が
発

行
し
た
も
の
で
す
。



園 戦没者等遺族

への

特別弔慰金支給

12 

国では、戦後50周年にあたって、改め

て戦没者などの遺族の方に、弔慰の意を

表すため、次により特別弔慰金を支給し

ます。

園支給方法 戦没者一人につき額面40万

円の冨債が支給され、平成 8年から平

成17年までの10年間に毎年4万円すっ

償還されます。

国支総条件満州事蛮(昭和 6年 9月18

日)以後の戦没者などの遺族の方で、

平成?年4月 18現在公務扶助料、遺

族年金などを受ける人がいない場合に

限られます。

.対象者 主として次に記載された遺族

のうち、次の順序に従って最も順位が

先の方 1人に支給されます。

①平成7年 4月 1日までに弔慰金(遺

族国産憤権)の受給権を取得した方

②戦没者などの子

③戦没者などと生計をともにしていた

父母、孫、祖父母、兄弟姉妹(婚

姻、養子縁組により平成7年 4月 1

日現在、戦没者の氏と遣う氏に変

わった方は験かれます。

④前の項目以外の父母、孫、祖父母、

兄弟姉妹(戦没者と生活を別にして

いたか、氏が麦わった方)

⑤これら以外の三親等内の親族(戦没

者と 1年以上生活を共にしていた方

に隈ります)

圃請求期眼平成10年 3丹318までで

す。それまでに請求しないと受給でき

なくなります。

語受付窓自 役場住民課

31~100人 1101~300人

平成7年 9月1日かう
雇用継続給付の支給が

開始されます

あなたの企業の

時短を支援する

時短奨励金制度!
労働時間短縮支援センター揺島県支

部では、週40時趨労働制が猶予されて

いる労働者300人以下の中lJ¥企業の時

短を応譲するために、省力化投資等又

は新たな雇入れを行い週所定労働時間

を矩織した探に最高375万円の奨励金

を支給しています。

時短に取り組む中小企業主さんは、

積極的にご活用ください。

田支給額
F 守躍罰る

¥労Ii者め数

短務しだ
1選閣の
F苦獄鰯撒

1 B守間以よ

2時間未満

2 時間以よ l____5_~7_J}円I_L_l_!哩JJI坦L_~~~~哩

(注)現に週40時間労{動制が適用となってい

る金融業・通信業等や、特例措賓の対象

となっている労働者がS人以下の商業、

映画・演劇業、保験寄生業及び接客娯

楽業の事業場は支結対象になりません

のでご注意ください。

支持短奨励金制度の詳しい内容につい

ては、下詑までお問い合わせください。

労働時間短縮支援センター撞島県支部

(諸島県労儲基準協会連合会内) 宇

960 福島市大町4-4 東邦ビル5階
岱 0245(22)6717 FAX0245(22) 6724 

験 災害と税

田高年齢雇用継続総付

5年以上の被保険者期間のある60歳以

上65歳未満の被保険者で、 60歳時点の黄

金の85%未満で働いている場合に、最高

で黄金の25%が支給されます。

4月 1日現在、 60歳以上65歳未満の被

保険者は経過措置があります。

園育児休業給付

1歳未満の子を養膏するため、膏見休

業する被保険者に、休業中は藁金の20%
が、職場復i滞 5か月経過後に翼金の 5%
が休業した月数分支給されます。

4月 18現在、育児休業している被保

険者は経過措置があります。

なお、支給を受けるためには、受給資

格確認の手続きが必要です。

詳しいことは、八口一つ一ク(公共職

業安定所)でお尋ねください。

150万円

375万円

10月 1日、全国一斉に 5年に 1

度の国勢調査が行われます。日本

に住んでいるすべての人が対象で

す。ご、協力をお願いします。

10月1日は、
国勢調査。

1'.1)) "¥ 
t 、I
R弘量り
、常』ー_，__..丹、

L..lー一〉壇留袖

地震、火災、風水害などの災害によっ

て、住宅や家財などに損害を受けられた

方は、被害額の程度によって、畠税につい

て次のような取り扱いが受けられます0

1 所得税など税金の減額

2、税金を納める期限の延長

3、申告・申請などの提出期限の延長

詳しくは、最寄りの税務署か税務椙談

室にお尋ねくださいD

。国勢調査

9月下旬から調査員がお偶いします。

総務庁統計局 福島県玉川村

ー語・=;.~司監量

75方向

200万円

1 ~30人

25万円

75万円

平成 7年10丹1日(日)

••• ーrJ@主主7}@訪@健康とよあ
F夢コロンブ‘ス78JJ主主主も開催グ

仁郡山地方18聞の時や
が大集合c ぜひ見に来て
下さい!

平成?年 9月10臼(8)
郡山市・開成山公圏内

i，)¥るさと自寝芸能フエスティJ¥JレJ
「ふるさと自警テント村j

「ふるさと邑護レストラン」

村からも「南須釜の念仏語りJが出演します。

-開催月日
・開催場所

・内 容

ツベルつリン&fiE¥検査・…-……・・・・一一一⑧

午後 1時"-'1 8寺30分 国

ツベルクリン反応検査・…・一一一・……-匿ill
午後 1時.1時15分 菌

ツベルクリン判定・ BCG接覆…一…⑧

午後 1時"-''1時30分 国

ツベルクリン判定・ BCG接種……・医ill
午後 1時"-'1時15分 麗

回8月

22日0:)

23日(本)

258樹

24日(木)

H
H
U
 

念一一朝日
記一
7

=一一口
df'

恒国自f{Jo自@国

乳幼児健康相談一一… 一一一一一-一⑧

午前 9時30分----10時 国

乳児健診・・・…..……… …・一…一一⑮

午後 1時""1時30分 園

機能訓練…・-…一一…・…一一……・・⑮

午後 1時30分----3時30分

臨9月

88(針

9月248(8)
福畠空港/
ターミナjレ区域・

空港公園

楽しいイベントをたくさん
用意して、お待ちしています!

-開催月日
・関健場所

保健センター

須 釜 公 民 鑓

受付

⑮ 

圏

13日(本)

|お誕生おめでとうございますi
( 7月窟出分)

月η
/
 

// 

設場本庁舎内2踏にありました、水道諜の事務所は、
188より、下記の場所に移転になりました。

記

村のようす
け年7月1日現在)

水道諜の事務所を移転

役場北庁舎 1階・東側

寄付ありがとうございます

下記の方々から社会福祉活動資金として寄

付をいただきました。厚く御礼申し上げます。

記
・小高の講井安喜さんから 2万円

・岩法寺の佐久間幸次さんから 2万円

・南須釜の小山田武広さんから 3万円

・東京玉JII会の平沢ミサ子さんから 1万円

• ?- の鈴木正賢さんから 1万円

(村社会福祉協議会〉

都

策

和

男

春

三

雄

愈
寸

選血保

啓

正

芳

英

忠

名
ゃ
弥
刊
輔
吋
可
さ
希
ニ
子
な
菜

百
ち
千
付
和
川
山
涼
岳
六
仰
山
川
り
梨

記

吹

妻

本

野

島

劃

村

出

矢

我

松

大

寺

虞

吉

区

高

崎

南須釜

今

イシ

ろ，

地管 1.768戸川)

日 7，702人(十17)

3，806人(+13)

3，896人(十 4)

玉
川
村
短
歌
会
佳
作
抄

。

( 7月窟出分)

年輪世帯主名

89 安喜

幸

武 雄

46 

69 

死亡者氏名

溝井ミツ

佐久関君子

小山田武雄

地区

小高

岩法寺

南須釜

今

月

の

納

税2
期

分

2
期

分

8
月
分

村

回

一

九

民

税

富
良
健
康
保
険
税

国

民

年

金

(
納
期
限
は
8
月
目
白
(
〈
き
で
す
。

忘
れ
す
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
)

村

公

民

舘

。
中
り
初
め
し
粁
の
風
鈴
入
持
の
雨
に
濡
れ
つ
つ
鳴
り
ひ
そ
め
お
う

小
ム
且
向

登
玄

実
奈
の
線
の
丸
り
を
お
ど
ら
せ
て
青
留
を
攻
る
六
月
の
風

hr刀
世

A
f
?
 

赴
く
な
ら
ば
母
星
の
も
と
へ
と
仲
町
、
み
る
空
に
瞬
く
そ
の
一
つ
長

真
号

わ
が
病
仁
再
起
は
な
さ
と
忠
い
し
に
奪
え
て
前
途
に
見
ゆ
る
曙J

針

秘
境
な
る
一
軒
容
を
め
ぐ
り
ゆ
く
閣
の
流
れ
に
か
じ
か
が
鳴
け
行

安
ロ
田

幼
な
臼
は
支
え
の
あ
か
り
で
本
を
読
み
後
ろ
に
九
九
を
詩
じ
し
弟

小
針
み
ね
子

寺
の
堰
お
さ
な
さ
頃
を
な
つ
か
し
む
し
ぶ
き
に
道
ぷ
夏
の
「
カ
ッ
パ
」
ら

溝
弁
は
な
よ

散
歩
よ
り
咋
れ
ば
朝
刊
展
げ
つ
つ
口
社
会
の
記
事
に
こ
こ
ろ
追
ば
す

品
開
山
さ
く
み

-ソ

ヤ
は

ん
守
次

英
、
祐

zaisei
テキストボックス
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「
平
和
の
鑓
が
砲
弾
に
」

こ
の
写
真
は
、
川
辺
の
金
波
山
円

通
寺
所
蔵
の
も
の
で
、
同
寺
の
釣
鐘

が
軍
事
用
に
供
出
さ
せ
ら
れ
、
そ
の

出
発
式
が
円
通
寺
境
内
で
行
わ
れ
た

と
き
の
写
真
で
、
太
平
洋
戦
争
が
激

化
し
た
昭
和
口
年
ご
ろ
だ
そ
う
で
す
。

「
こ
の
釣
鐘
は
、
川
辺
千
手
観
音

堂
(
円
通
寺
の
裳
)
の
も
の
で
、
当
時

戦
争
が
激
し
く
な
る
に
つ
れ
、
神
社

仏
関
の
銅
像
や
釣
鐘
、
一
般
家
庭
の

青
銅
製
品
も
す
べ
て
箪
用
と
し
て
供

出
さ
せ
ら
れ
た
い
と
諮
る
田
子
鴎
夫

さ
ん
。

(ω
歳
、
川
辺
)
国
の
た
め

に
と
日
の
丸
を
付
け
た
釣
鐘
の
後
ろ

に
写
っ
て
い
る
方
々
は
、
左
端
が
円

ぉ
、
ワ
主
、
よ
み

通
寺
第
お
世
の
故
諾
翁
聖
三
氏
。
そ

の
右
側
は
当
時
の
泉
村
長
だ
っ
た
故

矢
部
欣
治
さ
ん
(
川
辺
、
欣
一
氏
の

祖
父
)
で
、
釣
鐘
の
真
後
ろ
は
故
円

谷
信
之
助
さ
ん
(
川
辺
、
信
男
弐
の

父
)
そ
の
右
側
が
故
矢
部
昇
三
郎
さ

ん
(
川
辺
、
玄
信
氏
の
祖
父
)
だ
そ

う
で
す
。
「
川
辺
の
八
幡
押
社
で
万

歳
シ
て
泉
郷
駅
か
ら
汽
車
に
積
ン

だ
」
と
語
る
須
藤
和
治
さ
ん
(
万
歳
、

川
辺
)
。

今
年
は
戦
争
が
終
っ
て
印
年
。
戦

争
の
体
験
と
記
器
を
風
化
さ
せ
る
こ

と
な
く
、
次
代
に
正
し
く
伝
え
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

『今も昔も観音山は

ふるさとのシンボルj

一東京玉川会員だより

東京都練馬区

佐久間

た玉
川
村
の
皆
さ
ん
毎
日
暑
い
日
が

続
い
て
お
り
ま
す
が
、
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。

今
年
は
戦
後
日
年
。
私
も
上
京
以

来

ω年
を
過
ぎ
ま
し
た
。

H

光
陰
矢

の
如
し
が
本
当
に
早
い
も
の
で
す
。

過
ぎ
し
日
を
撮
り
返
る
と
き
、
人
生

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
が
あ
る
も
の
で

す
。
な
か
で
も
少
年
時
代
を
過
ご
し

た
故
郷
は
ま
た
格
別
の
所
で
す
。
今

で
も
生
家
を
我
が
家
と
読
ん
で
い
る

始
末
で
す
。
裏
を
返
せ
ば
自
分
の
未

熟
さ
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

広
報
た
ま
か
わ
7
月
号
を
拝
見
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
き
れ
い
な
阿
武

隈
川
は
プ
ー
ル
の
な
か
っ
た
当
時
、

夏
の
水
泳
ぎ
の
場
所
で
し
た
。
岩
谷

さ
ん
、
感
激
で
す
!
霊
峰
・
観
音

山
は
私
た
ち
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
り

正さん(岩法寺出身)

ま
し
た
。
正
月
元
日
一
に
は
、
そ
こ
に

建
つ
観
音
堂
に
参
拝
し
鐘
を
つ
き
、

誰
が
一
番
先
に
頂
上
に
登
り
一
年
の

無
事
と
豊
作
を
祈
願
す
る
か
、
一
種

の
行
事
と
し
て
友
達
同
志
競
っ
た
も

の
で
す
。
時
は
過
ぎ
そ
れ
ら
は
遠
い

昔
自
の
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
山
も
今
は
時
代
の
先
端
を
ゆ
く
空

の
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
変
貌
し
、
福
島
県

の
発
展
の
核
と
し
て
、
別
の
角
度
で

新
し
い
シ
ン
ボ
ル
と
な
り
ま
し
た

ね。
先
日
7
月
お
日
の
東
京
玉
川
会
総

会
で
は
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

最
後
に
玉
川
村
の
御
発
展
と
、
皆

様
の
御
健
康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す。

娘さんと二人で(ある冬のBの光ケ互にて)
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